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先生先生

カンちゃんのカンちゃんの

きままにインタビューきままにインタビュー
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圧をぬいたあとの開放感というのも圧をぬいたあとの開放感というのも

とても気持ちがいいものですとても気持ちがいいものです

今回は、東京多摩市にあるライフ鍼・吸玉サロン院長の宮本繁先生今回は、東京多摩市にあるライフ鍼・吸玉サロン院長の宮本繁先生

です。多摩センター駅から徒歩７分ほどのところにあります。先生です。多摩センター駅から徒歩７分ほどのところにあります。先生

にはファインドにはファインド186186号のそぼくな疑問のコーナーで吸玉療法につ号のそぼくな疑問のコーナーで吸玉療法につ

いて回答記事を書いていただきました。今回は治療家になられたいて回答記事を書いていただきました。今回は治療家になられた

経緯や吸玉療法の実際などについて伺いました。経緯や吸玉療法の実際などについて伺いました。

●吸玉療法とはどのような療法で●吸玉療法とはどのような療法で

すか？すか？

ガラスのカップを皮膚に接着さガラスのカップを皮膚に接着さ

せて置き陰圧にすると、皮膚はせて置き陰圧にすると、皮膚は

カップの中に吸引される状態にカップの中に吸引される状態に

なってそれが刺激となります。なってそれが刺激となります。

皮膚の下では毛細血管が拡張状皮膚の下では毛細血管が拡張状

態になり、物質代謝が活発にな態になり、物質代謝が活発にな

ります。また同時に血管を支配ります。また同時に血管を支配

する神経も刺激されて、鍼と同する神経も刺激されて、鍼と同

じような治療効果が得られるのじような治療効果が得られるの

です。吸玉療法自体は古くからです。吸玉療法自体は古くから

さまざまなかたちで世界各地にさまざまなかたちで世界各地に

ある民間療法なのですが、それある民間療法なのですが、それ

だけ信頼されている治療法だとだけ信頼されている治療法だと

いえます。今はあまりメジャーいえます。今はあまりメジャー

ではないのかもしれませんが、ではないのかもしれませんが、

補助的な治療としてもとても使補助的な治療としてもとても使

いやすい療法だと思います。いやすい療法だと思います。

●溢血斑が強く残りますね。●溢血斑が強く残りますね。

吸玉といえば溢血斑、というイ吸玉といえば溢血斑、というイ

メージが強いのは確かです。溢メージが強いのは確かです。溢

血斑を出さないと効いていない血斑を出さないと効いていない

と思われがちですが、そうではと思われがちですが、そうでは

ありません。溢血斑の出方がかありません。溢血斑の出方がか

らだの状態をあらわしているとらだの状態をあらわしていると

いうことはあるのですが、逆にいうことはあるのですが、逆に

あまり溢血斑にこだわると吸引あまり溢血斑にこだわると吸引
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を強くしすぎたりして刺激量をを強くしすぎたりして刺激量を

間違えてしまいます。あくまで間違えてしまいます。あくまで

溢血斑は結果だと理解してほし溢血斑は結果だと理解してほし

いですね。斑はだいたい２～３いですね。斑はだいたい２～３

週間くらいで消えます。週間くらいで消えます。

●なぜ吸玉療法をご自分の治療に●なぜ吸玉療法をご自分の治療に

取り入れられたのですか？取り入れられたのですか？

私は小学生の頃から父の腰をも私は小学生の頃から父の腰をも

んだりしていたのですが、最後んだりしていたのですが、最後

には吸玉をかけていました。もには吸玉をかけていました。も

ちろんそのころは父に言われるちろんそのころは父に言われる

ままにやっていたものです。親ままにやっていたものです。親

戚に鍼灸師がいたこともあり、戚に鍼灸師がいたこともあり、

高校卒業後は鍼灸の学校に行高校卒業後は鍼灸の学校に行

き、その後接骨院やクリニックき、その後接骨院やクリニック

などで仕事を始めました。そのなどで仕事を始めました。その

頃は仕事と同じくらいの比重で頃は仕事と同じくらいの比重で

運動に夢中になっていました。運動に夢中になっていました。

しかしからだも作らずに始めたしかしからだも作らずに始めた

運動だったので腰痛がひどくり運動だったので腰痛がひどくり

ました。同僚に治療してもらっました。同僚に治療してもらっ

たりしていたのですがそれも頼たりしていたのですがそれも頼

みづらくなって。自分でなんとみづらくなって。自分でなんと

かしようと吸玉を使ったのでかしようと吸玉を使ったので

す。やってみると効果があり、す。やってみると効果があり、

父が私にさせていたのも納得が父が私にさせていたのも納得が

いったものです。ただその時はいったものです。ただその時は

なんで吸玉が効くのかまで深くなんで吸玉が効くのかまで深く

追及することはありませんでし追及することはありませんでし

た。その後、自分の治療に対した。その後、自分の治療に対し

て疑問が生じてきました。効くて疑問が生じてきました。効く

人には効いても効かない人には人には効いても効かない人には

効かない、何故だろうと。その効かない、何故だろうと。その

頃にたどり着いたのが内臓体壁頃にたどり着いたのが内臓体壁

反射の理論でした。西洋の五臓反射の理論でした。西洋の五臓

六腑と東洋の五臓六腑の考え方六腑と東洋の五臓六腑の考え方

は根本的に違うものではありまは根本的に違うものではありま

すが、体表から内臓に働きかけすが、体表から内臓に働きかけ

るという意味では矛盾するものるという意味では矛盾するもの

ではありません。いわば中医学ではありません。いわば中医学

も内臓体壁反射の一つとも考えも内臓体壁反射の一つとも考え

られます。ですからこの理論はられます。ですからこの理論は

すんなりと入ってきて私にとっすんなりと入ってきて私にとっ

てはとても勉強しやすかったのてはとても勉強しやすかったの

です。結果として中医学を自分です。結果として中医学を自分

の治療に取り入れ、自分の治療の治療に取り入れ、自分の治療

に納得がいくようになりましに納得がいくようになりまし

た。現在は東西両洋の体壁反射た。現在は東西両洋の体壁反射

理論を、鍼、吸玉治療を通して理論を、鍼、吸玉治療を通して

体系化できればいいなと思って体系化できればいいなと思って

います。います。

●吸引の圧刺激はどのように決め●吸引の圧刺激はどのように決め

るのですか？るのですか？

刺激量は、吸玉の個数と吸引の刺激量は、吸玉の個数と吸引の

強さと時間、この三点で決めて強さと時間、この三点で決めて

いきます。患者さんの体格、体いきます。患者さんの体格、体

質、症状に対して、吸玉の吸引質、症状に対して、吸玉の吸引

の強さ、吸着させり個数、吸着の強さ、吸着させり個数、吸着

させている時間を考えていまさせている時間を考えていま

す。たとえば虚証であれば“補”す。たとえば虚証であれば“補”

が原則ですからその場合は鍼のが原則ですからその場合は鍼の

本数を少なくして吸玉を増やし本数を少なくして吸玉を増やし
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たりしますが、それも刺激量でたりしますが、それも刺激量で

あんばいすることになります。あんばいすることになります。

またカップの大きさによってもまたカップの大きさによっても

刺激量が変化して、内臓への伝刺激量が変化して、内臓への伝

わり方も違ってきます。一般的わり方も違ってきます。一般的

な治療においては、まず基本療な治療においては、まず基本療

法として全体の治療をし、それ法として全体の治療をし、それ

に対症療法などの補助療法を加に対症療法などの補助療法を加

えていきます。私は電動式の吸えていきます。私は電動式の吸

引器を２台使っていますが、圧引器を２台使っていますが、圧

としてはだいたい－としてはだいたい－42kph(42kph(キロキロ

パスカルパスカル))で吸引しています。診で吸引しています。診

断をもとにここまで個数をつけ断をもとにここまで個数をつけ

られればいいかなという範囲でられればいいかなという範囲で

患者さんの様子をみながら吸着患者さんの様子をみながら吸着

を行っていきます。を行っていきます。

●施術後にはどんな反応が起こり●施術後にはどんな反応が起こり

ますか？ますか？

施術後の反応としては、だる施術後の反応としては、だる

さ、ふらつき、眠くなったり、さ、ふらつき、眠くなったり、

お腹がすくなどがあります。かお腹がすくなどがあります。か

らだ全体の神経調整をしているらだ全体の神経調整をしている

のですからそういう反応は起このですからそういう反応は起こ

りやすいといえます。患者さんりやすいといえます。患者さん

には「それは問題ない症状ですには「それは問題ない症状です

よ」と説明してご理解いただいてよ」と説明してご理解いただいて

います。また、吸引されているいます。また、吸引されている

ときも気持ちがいいのですが、ときも気持ちがいいのですが、

圧をぬいたあとの開放感という圧をぬいたあとの開放感という

のもとても気持ちがいいものでのもとても気持ちがいいもので

す。その意味でも鍼とは別の印す。その意味でも鍼とは別の印

象が与えられます。最初に鍼で象が与えられます。最初に鍼で

コリなどの軽減を確認しておいコリなどの軽減を確認しておい

て、そこに吸玉をあてると、当て、そこに吸玉をあてると、当

然もっと改善されるだろうとい然もっと改善されるだろうとい

う安心感もあるのです。う安心感もあるのです。

●溢血斑もあり、患者さんは吸玉●溢血斑もあり、患者さんは吸玉

に抵抗感はありませんか？に抵抗感はありませんか？

2020歳くらいの方から歳くらいの方から8080歳以上の歳以上の

方がいらしていますが、特に抵方がいらしていますが、特に抵

抗感というのはないようです。抗感というのはないようです。

自分の症状に対してもっとも効自分の症状に対してもっとも効

果的な治療を求めてこられるの果的な治療を求めてこられるの

で、鍼でも吸玉でも自分にとっで、鍼でも吸玉でも自分にとっ

てよい方法であれば。またご吸てよい方法であれば。またご吸

玉を購入してご自分でされてい玉を購入してご自分でされてい

る方もいます。吸玉は鍼と同じる方もいます。吸玉は鍼と同じ

ような効果を得ることができまような効果を得ることができま

すが、鍼はほんのピンポイントすが、鍼はほんのピンポイント

でツボをとらなければなりませでツボをとらなければなりませ

ん。その点吸玉では広い面にそん。その点吸玉では広い面にそ

のツボが入っていればいいし、のツボが入っていればいいし、

内臓に働きかけることもできま内臓に働きかけることもできま

す。さらに筋肉も面でとらえらす。さらに筋肉も面でとらえら

れて、ほぐすこともできます。れて、ほぐすこともできます。

その意味でも一般の方には使いその意味でも一般の方には使い

かってがいいのではないでしょかってがいいのではないでしょ

うか。治療院での料金はけしてうか。治療院での料金はけして

安くありませんから、私として安くありませんから、私として

は患者さんにご自分でご自分のは患者さんにご自分でご自分の

手当てができるようにお手伝い手当てができるようにお手伝い

し、すこしでも負担を軽くしてし、すこしでも負担を軽くして

あげたいと思っています。もちあげたいと思っています。もち

ろん一般の人にはどこがどう内ろん一般の人にはどこがどう内

臓と結びついているのかという臓と結びついているのかという

知識はありませんから、まずは知識はありませんから、まずは

全身を整える基本をやっても全身を整える基本をやっても

らって、その上で、臓腑に対応らって、その上で、臓腑に対応

して神経の集まった場所などのして神経の集まった場所などの

ポイントを私が印をつけてあげポイントを私が印をつけてあげ

て、家でやっていただくこともて、家でやっていただくことも

あります。あります。

●先生は講習会なども開かれてい●先生は講習会なども開かれてい

るとのことですが。るとのことですが。

この飽食の現代、不規則になりこの飽食の現代、不規則になり

がちな生活のなかで理想の健康がちな生活のなかで理想の健康

状態を維持することは、とても状態を維持することは、とても

難しいことだと思います。そん難しいことだと思います。そん

な乱れがちな身体のバランスをな乱れがちな身体のバランスを

整えるために、患者さんご自身整えるために、患者さんご自身

が自宅でも吸玉を用いることがが自宅でも吸玉を用いることが

できれば、来院の回数なども減できれば、来院の回数なども減

ることになりますし、いいことることになりますし、いいこと

だと思います。また治療家の中だと思います。また治療家の中

にも治療において吸玉を使いたにも治療において吸玉を使いた

いという方々もいらっしゃいまいという方々もいらっしゃいま

す。そういった方々を対象に講す。そういった方々を対象に講

習会を開催していますので、役習会を開催していますので、役

にたてていただきたいと思ってにたてていただきたいと思って

います。います。

一つ一つわかりやすくお話をしていただきました。吸玉一つ一つわかりやすくお話をしていただきました。吸玉

療法の、治療法としての豊かな可能性を教えていただい療法の、治療法としての豊かな可能性を教えていただい

たように思います。講習会を開催することは、患者さんたように思います。講習会を開催することは、患者さん

がご自分で健康維持するためのお手伝いでもあるとのがご自分で健康維持するためのお手伝いでもあるとの

ことです。今後は鍼、吸玉療法をとおして、ご自身の治療ことです。今後は鍼、吸玉療法をとおして、ご自身の治療

法を追求していきたいとおっしゃっていました。法を追求していきたいとおっしゃっていました。
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